



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































堂」 と「居場所」論」『千葉大学大学院人文公共学府 研究プロジェクト報告書 




































































































































































































































































































（122）  ロバート・D. パットナム（柴内康文訳）『孤独なボウリング―米国コミュ
ニティの崩壊と再生』（柏書房，2006年）501頁参照。
（123）  ロバート・D. パットナム（柴内康文訳）・前掲注122）501頁参照。























































（127）  外務省「JAPAN SDGs Action Platform」（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/sdgs/about/index.html）参照。
（128）  湯浅・前掲注7）参照。
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法政論叢――第73号（2020）
職場・学校でもない他人と定期的に直接互いを認識し合いながら，目的
をもって交流を深められる場は共生社会において貴重である。
　本論文では，Ⅰにおいて，こども食堂が2012年に命名され，誰のため
に何をするのかがわかりやすいネーミングであることやボランティア活
動自体の取組みやすさから，あるいは貧困率の増加や活動を後押しする
社会運動から，活動の輪が全国に広がっていることを示した。類似施設
としてセツルメント運動が挙げられることも指摘した。Ⅱでは，関連す
る法制度として，内閣府が2013年に「子どもの貧困対策法」を制定し，「子
供の未来応援国民運動」のなかにこども食堂への支援が含まれること，
農林水産省は「子供食堂と連携した地域における食育の推進」に努めて
いること，厚生労働省は「地域共生」および食品衛生の観点からこども
食堂を後押ししていることを概観した。Ⅲでは，インタビューおよびボ
ランティアでの実地調査を通じて，山形県・宮城県・東京都にある５つ
のこども食堂を紹介した。ボランティアの緊張感・やりがい・活動の楽
しさ，人々が集う理由，多世代交流の実態あるいはこども食堂ごとの特
徴について分析した。Ⅳでは，こども食堂の機能として，子どもの貧困
対策，子どもの居場所づくり，子育て支援，高齢者の生きがい・健康づ
くり，地域共生，これらを包括する機能として社会的排除の予防機能の
６つの機能があることを示した。こども食堂の課題として人材不足・人
材育成を中心に，財政・情報不足やリスク管理について検討を行った。
　冒頭で紹介したおんぶをせがまれた高齢男性は，マラソンランナーで
体を鍛えており，軽々と女の子をおんぶしていた。とはいえ，市民の活
動であるため，役所ではなくても「何かあったらどうする？ 責任は誰
がとる？」といった心配は尽きない。現場のこども食堂には優しさやに
ぎやかさに加えて，十分な注意を払い様々な心配を吹き飛ばすパワーが
ある。こども食堂に限らずに，少子高齢化のなか多数の市民が社会福祉
の担い手として地域活動に参加する時代にあっては，自治体や関係機関
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複合機能をもつ「こども食堂」と社会福祉――阿部
が補助的に関わりながら活動の支援（攻めのサポート）およびリスクマ
ネジメント（守りのサポート）を行っていくことが，活動継続や安全・
安心につながる。地域において直接，他者と相互認知がかなう空間，そ
の１つとしてのこども食堂での取組みは，今後さらに重要性をましてい
くであろう。
――――――――――
　引用したHPの最終閲覧日は、2020年１月31日である。
　インタビューや見学に快く応じて下さった樋口さん，西上さん，門間さん，
佐藤さん，井上さんをはじめ，ボランティアおよび参加者の方々に深く感謝
する。もちろん本論文の文責はすべて筆者にある。
